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もそこに独りで立つことはできない

互いに切磋琢磨して、歯科医療の高みを実現した

臨床医のスタディークラブの世界の頂点がここにある

歯科臨床医の中の歯科臨床医のグループ
　　　　　　　……シアトル スタディークラブ
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私は、それぞれの症例に対して 1つ以上の治療計画が可能であることを理解している。しかしそれにもかかわら
ず、治療過程における予知性や結果の完璧性をもたらす理想的な治療法は 1つしかないという考え方を私は支持
する。もしこの考え方が正しければ、すべての臨床医が簡単に行える理想的な治療計画を立案する公式を作成す
べきである。

私が本書のアイディアを思いついたのは、
長年にわたって歯周治療を実践した後に、
症例計画立案の技能を高めるには、治療
計画時の原則を徹底的に理解したうえで、
臨床経験と、実践につぐ実践を行う必要
があると認識したことによる。臨床経験
と何百もの症例に対する規律あるアプ
ローチに従った治療計画立案に勝るもの
はない。「規律ある」というのは、治療計
画に提案されたすべてのステップそれぞ
れに対する確かな論拠を、時間を惜しま
ずに具体化し確立することである。

M. コーエン
（Michael Cohen）

Dr. Cohen は卒後教育に関する多く

の著書を執筆し、過去 30 年間に

わたり国内外で講演を行っている。

Seattle Study Club は Dr. Cohen の発

案である。先進的な教育組織である

Seattle Study Club は、自らの専門

領域の実践レベルを向上させようと

願っている臨床医を 1つにまとめあ

げている。この国際的な「壁のない

大学」は世界中の 6,000 人以上のメ

ンバーからなるおよそ 210 の支部

によって構成されている。

本書のコンセプト

Michael Cohenイントロダクションより

Michael Cohen編集

きりとり線
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歯科の先進的な問題に対して包括的な治療計画を導入しようとする Seattle Study Clubの努力は、アメリカなら
びに海外の多くの臨床医に対して過去 10年間にわたって大きな成功を収めてきた。

歯科のさまざまな専門分野にもたらされた多くの進歩をまとめあげて包括的な治療を計画することは、患者のみ
ならず歯科医療チームにも大きな利益がある。

Seattle Study Clubのもう 1つの特徴は歯科医療にチームでアプローチすることである。

歯科矯正専門医や歯内治療専門医と症例管理に責任のある歯周治療専門医や修復歯科専門医との協力は治療結果
を 21世紀レベルまで導くために重要である。

Dr. Cohenは本書の各章を優れた専門臨床医のグループに
担当してもらうことに成功した。彼は読者が現代歯科界の
多くのリーダーたちの思考と計画と実際の治療に出会うで
あろうと強調している。これが本書を計画した最大の目的
である。

Contributors

 Morton Amsterdam, DDS D.Walter Cohen, DDS

The Seattle Study Club

私の目標は、真の「壁のない大学」̶̶もっと勉強したいが大学に戻る余裕のない歯科医師のための場̶̶を作
ることであった。しかしながら、私は Seattle Study Club が何か特定の種類の治療のためになることを望んで
いなかった。それよりも、私はここが、現在から将来にかけて現れる多様な治療法や治療技術に対応する骨格と
なる包括的な治療計画を学ぶ場になることを望んだ。

第一の理念は、……もっとも高度かつ有益な知識と治療は全面的な症例の管理によって生まれる……

第二の理念は、観察より臨床的な実践と参加からより多く学べる……この理念は私が 1970年代にクラスメート
とともに経験したワシントン大学歯学部の歯周病学プログラムから生まれた。そのときの指導者は、後に親友と
なったDr. Saul Schluger である。Saul 氏は素晴らしく自由な発想の持ち主で、すべてに対して疑問を持つこと
をわれわれに勧めた。彼の指導のもとで、勉学プロセスは退屈しない本当に楽しいものであり、良い方向に向かっ
ていた。これは私が Seattle Study Club に創り出そうとした帯電したような創造力の溢れる雰囲気である。私
はこれを Saul 氏の歯科学への遺産だと思っている。私はこの偉大な人物と一緒に過ごしたときについての大切
で幸せな記憶を有している。

第三の理念は、……組織化され支援体制の整った環境下で、仲間と一緒に勉学するのが一番効果的だ……

G. シーシェ（Gerard J. Chiche）

ルイジアナ州立大学歯学部補綴科の指導教授および学科長を兼任し、学内における審美およびインプラントに関する修復治療の臨

床にも関与している。米国内および国際的に講演を数多く行い、また多数の歯科学会の会員でもある。審美歯科分野における世界

的なリーダーで、American Academy of Esthetic Dentistry（米国歯科審美学会）の元会長。クインテッセンス出版刊行の“Esthetics 

of Anterior Fixed Prosthodontics（Alain Pinaul共著）”、“Smile Design : A Guide for Clinician, Ceramist, and Patient（Hitoshi Aoshima共著）”

2冊本の著者である。

G. キンツァー（Greggory Kinzer）

ワシントン大学にて 1995年に DDSを取得後、1998年に補綴のMSDを取得。その後、同大学の卒後補綴コースのアシスタン

トプロフェッサーに就任し、Seattle Institute for Advanced Dental Educationのメンバーとして活躍している。多数の歯科団

体、歯科学会の会員であると同時に、包括的修復治療および審美歯科を専門にシアトルで開業している。さらに、Quintessence 

International、Advanced Esthetics and Interdisciplinary Dentistryの編集委員でもある。

B. ミラー（Brahm A. Miller）

マクギル大学卒の歯科医師であり、補綴専門医をバージニア医科大学で取得した。ブリティッシュコロンビアのノースバンクーバー

で、Sonia Leziy、Priscilla Walshそして Andrea Csizarの 3人の歯周病専門医とチーム医療を行っている。ブリティッシュコロン

ビアの補綴学会の前会長であり、Spectrum Dialogueジャーナルの編集委員を務めている。最近はセラミックスとインプラントの審

美に関しての書籍がある。S. Leziyとともに Seattle Study Clubのコーディネターをしている。

F. スピア（Frank Spear）

ワシントン大学歯学部にて DDSを取得後、同大学で 1982年に歯周補綴のMSDを取得した。その後、同大学の卒後

補綴コースの准教授に就任した。また、審美歯科、歯冠補綴を専門にシアトルで開業している。Seattle Institute for 

Advanced Dental Educationの創設者であり理事でもある。今日、世界における審美歯科、修復歯科の先駆者の 1人

として讃えられる。

N. スター（Neil L. Starr）

Dr. Starrはモントリオールのマクギル大学にて DDSを取得後、ペンシルベニア大学において歯周および歯周補綴の認

定医を取得した。現在、ペンシルベニア大学歯学部歯周病学講座の非常勤臨床准教授であり、ワシントン DCにて先

端修復歯科およびインプラント補綴で個人開業している。Dr. Starrは、審美歯科領域でもっとも尊敬される臨床医の 1

人であり、米国内および国際的に講演を行っている。

L. タッカー（Lloyd M. Tucker）

1990年にペンシルベニア大学を卒業し、モントリオールの Jewish General Hospitalを経てピッツバーグで 2年間父

親と一緒に一般歯科診療を行った。その後シアトルに移り、1996年にはワシントン大学から歯周治療技能習練の証書

とMSDを授与された。彼は歯周病やインプラント雑誌に掲載された論文の、いくつかの共著となっており、Seattle 

Study Clubのディレクターでもある。

J. ウェスト（John D. West）

Center for Endodonticsの創設者およびセンター長として、さらには臨床的あるいは集学的な立場での歯内療法教育

の先駆者の 1人として知られている。1971年ワシントン大学で DDS取得。1975年ボストン大学 Henry M Goldman 

School of Dental Medicineにて歯内療法を専攻し、MSD取得。現在、同大学臨床インストラクター。1995年度同大

学同窓会表彰受賞。ワシントン州タコマで開業のかたわら、国内外での講演活動を行っている。

S. レジィー（Sonia S. Leziy）

モントリオールのマクギル大学卒の歯科医師。1993年にブリティッシュ コロンビア大学で歯周病専門医を取得し、同大の臨床ア

シスタントプロフェッサーである。国際的にインプラント、審美、歯周外科の講演を行っており、歯周とインプラント外科を専門

として開業している。最近ミラーとともにブリティッシュコロンビアのノースバンクーバーのSeattle Study Clubのコーディネター

をしている。

W. スモーリー（Ward M. Smalley）

補綴専門医でもあるが、現在はシアトルにて矯正専門医として診療所を開業している。またワシントン大学歯学部の

矯正学と修復学の教室で臨床教授を務めている。1977年にワシントン大学にて DDSの学位を取得、その後固定性補

綴治療の課程を専攻し 1984年にMSDの学位を取得している。さらに 1986年には、矯正歯科治療の専門課程を修了し、

同大学にて矯正のMSDの学位を取得している。

Michael Cohenイントロダクションより

J. コイス（John C. Kois）

ペンシルベニア大学歯学部にて DMD取得後、ワシントン

大学歯学部にて歯周補綴のMSDを取得。タコマとシア

トルにて補綴専門医として開業し、国

内および海外にて多数の講演を続けるとと

もに、世界でもっとも優れた卒後教育施設の

1つである Kois Centerにて、補綴専門医として

活躍。

V. コキチ（Vincent G. Kokich）

シアトルのワシントン大学歯学部歯科矯正学の教授であり、

タコマで矯正専門医として開業している。数多くの著書や科学

論文ならびに総説論文を出版し、国内外の多くの受賞経験を有し、

最近では The 2005 Distinguished Alumnus Award form the University 

of Washington School of Dentistryを受賞した。
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